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緒 言

Fleming1)に より1928年 発見され1940年Chain

 & Floretら によつて臨床効果を確認されたぺニシ

リン(以 下Pと 略す)は サルバルサン,ス ルファミ

ン剤などよりも副作用が僅少で,か つ抗菌力に驚異

的偉力を発揮するところからほとんど無批判的に乱

用されてきた 観があつた.

しか しなが ら文 献 に よ れ ばKeefer(1943)ら2)

は粗 製P使 用の500例 中69例 に 副作 用 をみ とめ,う

ち14例 に 蕁 麻疹 の発 現 を みた と報 じ,さ らにCormia

(1945)ら3)の ア ナ フ イ ラキ シー の報 告, Waldbott4)

(1949)の シ ョ ック発 表 な ど も散 見 さ れ る が,本 邦

におい て は識 者 の間 に 数 年 お くれ て注 目 され,今 日

Pの 結 晶 が得 られ てい るに もか ゝわ らず,最 近 この

種 の事 故 は枚挙 にい と まの ない ほ どに なつ た.

アレルギーの定義が学者によりニユアンスがある

にしても,抗 原抗体反応をその基調に考えている点

においては一致しているごとくである.緒 方5)はP

の副作用にぺニシリン症なる名称を提案し,谷 奥6)

は薬剤アレルギーの一般論からいわゆるPア レルギ

ーを抗原抗体反応をもつて全部を説明することは困

難であるとのべている,薬 剤の副作用とは主として

その中毒などを意味 し,中 毒量または極量以下のご

く少量の使用により各種薬剤間に共通した非特異的

症状をもつて出現する皮疹や,い わゆるアナフイラ

キシ一様症状を呈する場合,そ の薬剤にたいし「過敏

な状態にある」とされ,従 来薬品 レルギー(drug

 allergy)7)と 呼称されてきたのであるが,洲 之内8)

はPの 場合,そ れを治療量使用後急激に生命の危険

を示す重篤な症状を発現 したとき, Pア ナフイラキ

シーまたはPシ ョックとよび,皮 疹など局所症状を

あらわすにとゞまる際は狭義のPア レルギーとなし,

その双方をP過 敏症なる言葉で表現し,そ の成因の

イニシアチーブをとるものは抗原抗体反応であろう

と称している.

動物実験においてはふるく1944年McCloskyら9)

はモルモットを用いて感作に成功し,ア ナフイラキ

シーショックをおこし得たと報告している.こ の際

彼らは動物の感受姓の個体差も重視すべきものと解

した. Mallenら10)は コロヂウム粒子法によつて実

験し,ち かくは結晶Pで は塩田ら11)のDale法 のほ

か,皮 膚反応, Prausnitz-Kustner反 応,白 血球溶

解現象12) 13)などの報告があるが,客 観的にin vitro

でPの 抗体を証明するものに欠けている.大 体にお

いて結晶PGで の動物感作は困難のごとくであり,

 Goltman14)はhapten formationを 指摘し, Chow

&Mckee15)はPは 血清アルブミンと結合してはじめ

て完全抗原となると考え,速 水16)はP自 身はアミノ

酸様溶液性の微粒子であり,そ れ自体では完全抗原

となり得ないが化膿巣,潰 瘍面などに外用した場合

変性した分泌物,組 織蛋白,ま たは細菌蛋白が賦活

体となりPhaptenと 結合して完全抗原になるもの

と考えている.同 様の考えは塩田17)はモルモ ットを

用いて石英砂を混じた葡萄球菌を皮下に注射 し,皮

下にかるい炎症をおこさせた後にPを 注射した場合

その感作効果の大なることを強調している.而 して

吉田ら18) 19)は血清学的にPを 使用した ヒトおよびウ

サギの血中にP感 作赤血球凝集反応とその抑制試験

をもつですればPの 抗体20) 21) 22) 23) 24)を証明すること

ができると報 じている.

またアレルギー素質との関連性につ いては洲之

内8)の調査によれば, P過 敏症発現にあずかる諸要

因のうちPと の接触そのものが必須要件であると称
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され,誘 因 と し て はKalz et PichardやBlaich

は 自律 神 経 緊張 異 常11)を 説 き,速 水11) 16)は ビタ ミン

不 足 な ど も それ に か ぞ え てい るが,別 に ア レル ギー

性 素 質 の有 無 に つ い て はLepperら25)(1949)に よ

れ ば そ の素 質 者 に3.8%を,し か らざ る もの に1.5%

と 報告 し, Collins-Williams & Vincent26)(1953)

の小 児600名 の検 討 では ア レル ギ ー素 質児6%に た

い し非 素 質 児 で は0.6%にP過 敏 症 の 発現 をみ た と

報 じて い る.

さてわれわれ27)は最近Pア ナフイラキシーとみと

められる1死 体を解剖する機会を得たが,既 往症な

どから当人の体質がきわめてPア ナフイラキシーに

関係するごとくに思考 した.よ つて著者は個体的現

象からするPア ナフイラキシーの実験を企図したも

のであるが,本 編においてはまづウサギを免疫動物

としてその個体差異と抗体産生の難易を実験し,こ

れとPア ナフイラキシーとの関連,す なわち網内系

機能,血 清蛋白分劃および血液像の変化ならびに局

所過敏症およびP感 作赤血球凝集反応などの面から

これを観察した.

実験材料ならびに実験方法

実験材料

a)実 験動物は体重2.5～3.0kgの 健常ウサギを

使用し, 1週 間一定の食餌をもつて飼育した後に実

験 した.

b)免 疫感作抗原としてはウシ血清ならびに結晶

ぺニシリンGカ リウム(以 下単にPま たはPGと も

略す)を 使用した.

実験方法

a)免 疫感作方法はウシ血清につ いては同血 清

0.5ccを1回 ウナギ耳静脈内に感作,注 射後10～30

日目において沈降素の産生その他を検査 した. Pに

ついてはP1万 単位/cc水 溶液1.0ccを 隔 日20回耳

静脈に注射して諸種の検査を施行した.

b)網 内 系機 能 検 査

Adler Reimann28)のKongorot法 を使 用 した.す

なわ ち, 1% Kongorot生 理 的 食塩 水 溶液 の2.0cc

を ウ サ ギの耳 静脈 に 注射 し,他 側 耳 静脈 か ら3.8%

クエ ン酸 ソー ダ溶 液0.2ccを い れ た注 射 器 を もつ て

Kangorot注 射 後4お よび50分 目 の血 液 を それ ぞれ

2.2cc採 取 し, 1500回 転20分 間遠 心 沈澱 して 血 漿

を と り,光 電 比色 計 を使 用 して吸 光 度 を測 定 した.

 Kongorot Index(以 下K. I.と 略 記 す る)は 次 式

に よ り 算出 した.

K.I.=
60分 目の濃度/

4分 目の濃度 ×100

c)血 清の電気泳動像

ウサギ耳静脈採血清について,電 気泳動研究会の

規定にしたがい血清蛋白各分劃の変動を観察した.

すなわち,日 立製H. T. D. -1型 電気泳動装置を使

用し, 3節 型長脚セルをもちい,電 圧は100V,電

流7mA,泳 動時間50分 とした.試 料の稀釈には

1/19M燐 酸緩衝液(pH=7.8,イ オン強度0.288)

を使用し,透 析には1/20M燐 酸緩衝液400ccを 使

用した.試 料は約3倍 に稀釈 し24～48時 間後の蛋白

濃度がほ ゞ2.0g/dlに なるように準備した.面 積

測定は下降脚を使用しPlanimeterを もつて測定し

た.

蛋白濃度の測定には日立届折蛋白計を使用した.

d)沈 降素測定

当教室の慣用にしたがい抗原重層法により沈降素

価および量を測定した.抗 原はウシ血清を使用し,

判定は抗原重層後15分 において沈降反応陽性のもの

を(〓), 30分 を(〓), 60分 を(+)を もつてあら

わし, 2時 間を経過するも陰性のものは(-)と し

た.ま た対照の記載はすべて省略 した.

e)血 液像の観察

ウサギ耳静脈より採血し,赤 血球および白血球の

算定はThoma計 算盤により,血 色素量はSahli血

色素計を使用した.

f)局 所過敏症の観察

ウシ血清を感作原とした場合の局所過敏症:ウ サ

ギ耳静脈にウシ血清5.0ccを1回 注射後14日 目に局

所過敏症を観察した.す なわち,実 施3日 前ウサギ

の腹部をひろさ平均直径8.0cmに 抜毛し,こ の中央

部に型のごとくウシ血清0.2cc皮 内注 射し, 24時

間後につぎのごとく判定 した, i)水 腫 から発赤を

しめすもの, ii)充 血 をともなうもの, iii)出 血の

あるもの, iv)壊 死をともない暗紫色を呈するもの.

Pを 抗原とした場合の局所過敏症:上 記実験にお

けるウシ血清のかわりに抗原としてPGを 使用した.

すなわち,前 述のごとくP注 射20回 終了後7日 目に

P5万 単位水溶液0.25cc(20万 単位/cc)を 腹部皮

内に注射し, 24時 間後判定した.

g)吉 田法によるP感 作赤血球凝集反応

まづ洗滌ウサギ赤血球をつ くる.す なわち,赤 沈

検査のごとく採血,生 食水をもつて約40cc内 容の遠

心管を使用して3回 洗滌,そ の沈澱赤血球の0.2cc

をPG10万 単位(生 食水5.0ccに 溶解)に 混 じて均
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等に浮遊させ, 37℃ に2時 間加温,そ の間約15分

ごとに振盪,こ れでP分 子が血球面に附着したと考

え,こ れをP感 作ウサギ赤血球とした.こ れを生食

水で3回 洗滌して結合しないPを 洗除する.最 後の

遠心沈渣(上 清液除去後)に9.8ccの 生 食水を くわ

えて混合する.こ れをもつてP感 作ウサギ赤血球の

2%浮 游液とする.一 方被検血清を56℃ に30分 間

加温非動化し, 0.5ccご との稀釈系列をつくり,こ

れに前述の2%感 作血球浮游液を1滴 づ ゝ滴加し振

盪, 37℃ に加温, 15分 ごとに振盪など型のごとく

し, 2時 間後判読する.凝 集度に したが いCong

lutination様 の最強度のものを(〓)と し,以 下(〓),

(〓),(+),(±),(-)を 区別した.対 照とし

てPで 感作せずに生食水のみで同様に処置した2%

ウサギ赤血球浮游液を被検血清最高濃度の試験管に

滴下したものと, P感 作 血球 浮游 液1滴 を生食水

0.5ccの みに滴下したものをつ くる.前 者は各列ご

とにおこない,後 者は全例を通じて毎回1回 おこな

つた.な お前者の対照では冬期室温15℃ 以下の場

合は寒冷凝集反応を考慮にいれ, 2時 間加温後たゞ

ちに判読した.な おP感 作血球浮游液は各動物ごと

に作製した.

実 験 成 績

I.抗 原としてウシ血清を使用した場合の個体

差異

免疫動物はその動物の個体差によつて抗体産生に

難易のあることは血清免疫学的研究においてつねに

経験するところであるが,著 者はまづこの点を沈降

素産生について実験した.す なわち, 20匹 のウサギ

をえらび,こ れに ウシ血清抗原5.0cc1回 注射 して

10～30日 目にその沈降素産生の有無を検査したが,

ほ ゞ沈降素の産生のつよい1群 とよわい1群 にわけ

ることができた.そ の代表的の2, 3に ついて注射

後20日 目の成績を表示すると表1の ごとくである.

す なわ ち,つ よ い1群 中No. 3は 主 抗 原 にた い す

る沈 降素 価8,000,沈 降素 量40, No. 9は それ ぞ れ

20,000, 80, No. 11は10,000, 80で あつ た.一 方

よわ い1群 中No. 2お よび7は 主 抗 原 に た いす る沈

降素 価100,沈 降 素 量10, No. 5, 12お よび17は 沈

降素価500,沈 降素 量10で あつ た.

a) K. I.と 個体 差 異

前項の沈降素産生においてこれと平行しておこな

つたK. I.の 変動を沈降素産生のつよい1群 とよわ

い1群 について観察した成績は表2の ごと くであ

表1

る.

す な わ ち,注 射 前,注 射 後10日, 20日 お よ び30日

に お い て つ よ い1群 中No. 3は そ れ ぞ れ58.3, 41.8,

 40.2, 45.5, Na. 9は49.6, 38.4, 38.0, 40.5,

 No. 11は56.0, 47.6, 41.2, 42.4を し め し,よ わ

い1群 中No. 2は55.0, 49.5, 42.1, 50.5, No. 7

は48.7, 41.3, 41.4, 39.5, No. 5は45.3, 41.1,

 38.9, 42.3, No. 12は55.0, 52.0, 45.0, 42.5, 

No. 17は50.1, 41.2, 38.6, 46.6を し め した.

以上の成績から両群を比較すると,注 射後10日 に

おけるK. I.は 抗体産生のつよい群において平均

12.0,よ わい群では5.3, 20日 後 においては前者は

14.8,後 者は9.2, 30日 後 には前者は11.8,後 者は

6.1と いづれも減少して網内系の機能は亢進したが

概して前者は後者に比較して注射後における網内系

機能の亢進率は大であつた.

b)血 清蛋白分劃と個体差異

前項の実験と平行しておこなつた血清蛋白分劃の

成績は表2の ごとくである.

す なわ ち,両 群 と もAlbmin, α-Globulinお よび

血 清 総 蛋 白量(以 下T. P.と 略 す)は 増 減が 区 々 で

み とむ べ き差 異 は なか つ た. β-Globulinは 抗 体 産
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表2
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生 の つ よ い1群 で は 各 実 験 期 に お い て 平 均14.4, 

15.7, 15.2, 12.2,よ わ い1群 で は 平均14.2, 15.7,

 14.2, 13.6, γ-Globulinは 前 者 は 平 均12.7, 19.1, 

26.9, 21.9,後 者 は 平 均6.0, 9.1, 13.4, 13.1を し

め し た.

以 上の ごと く, β-Globulinは 両 群 と も10日 後 軽

度に 上 昇 し, 20お よび30日 後 軽 度 に 下降 した. γ-

Globulinは 前者 は後 者 に比 し 感 作 前 値 お よ び そ の

上 昇率は 大で あつた.

c)血 液像と個体差異

前項の実験と平行しておこなつた血液像の成績は

表2の ごとくである.

すなわち,赤 血球数および血色素量の消長にはみ

とむべき変化なく,白 血球数は免疫後いづれも減少

の傾向をしめし,抗 体産生のつよい1群 はよわい1

群に比し減少率は大であつた.

d)局 所過敏症と個体差異

上記8例 のウナギにおける局所過敏反応実施後24

時間の成績は写真1の ごとくである.

す なわ ち,抗 体産 生 のつ よい1群 に お い ては 陽性

反応 を呈 し, No. 9は3.5, 5.0cm大 の 水腫 を きた

写 真1

No. 9

No. 11

No. 3
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し,そ の 中心 部 に お い て0.5, 2.0cm大 の 暗 紫 色 を

呈 す る 出血 を み とめ,そ の 他 の部 にお いて も軽度 の

発 赤 を示 した(反 応度iii). No. 11お よび3に お い

ては それ ぞ れ2.7 5.5cm, 1.7×4.0cm大 の 水 腫

を み とめ た(反 応 度 い づ れ もi).よ わ い1群 で は

陰 性 また は 微弱 で あつ た.

II.抗 原 としてペニシリンを使用した場合の

個体差異

a) K. I.と 個 体差異

前実験における抗体産生のつよい1群 とよわい1

群についてウシ血清抗原免疫感作後90～100日 目に

おいて同各ウサギにPを 注射感作してそのK. I.を

観察した成績は表3の ごとくである.

す な わ ち,抗 体 産 生 の つ よ い1群 中No 3は 注 射

前 値54.2,注 射20回 終 了1日 目45.1, 10日 目41.4,

 20日 目48.5, 30日 目60.7, No. 9お よ び11は そ れ ぞ

れ50.3, 35.6, 40.6, 43.2, 51.9; 55.1, 41.8,

 43.3, 45.8, 58.6,以 上3例 の 平 均51.9, 40.8,

 41.1, 45.5, 57.ｌ を し め し,よ わ い1群No.2, 7,

 5, 12お よ び17は そ れ ぞ れ54.5, 48.2, 42.4, 45.7,

 49.6; 46.1, 40.6, 38.5, 47.9, 54.2; 44.3, 38.6,

 42.1, 48.7, 52.4; 52.2, 43.6, 44.5, 48.4, 54.1;

表3
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48.6, 41.2, 40.9, 41.5, 50.3,以 上5例 の 平 均

49.1, 42.5, 41.7, 47.6, 52.1を し め し た .

すなわち,両 群とも概 して感作終了後10日 まで網

内系機能は亢進 し,そ の後は時日の経過とともに低

下したが前群は後群に比較してウシ抗原の場合と同

様亢進率はより大であつた

b)血 清蛋白分劃と個体差異

前項の実験と平行しておこなつた血清蛋白分劃の

成績は表3の ごとくである.

す な わ ち,ウ シ 抗 原 の 場 合 同 様,本 実験 に お い て

もAlbumin, α-お よ び β-Globulinな らび にT. P.

の 消 長 は 僅 少 で あ つ た が, γ-Globulinは 抗 体 産 生 の

つ よ い1群 中No. 3は 注 射 前 値9 .4,注 射20回 終 了

1日 目14.5と 上 昇 し, 10日 目 さ ら に19 .2と 上 昇 し

た. 20日 目 は18.3と 軽 度 に 下 降 し, 30日 目14.2と

下 降 した. No. 9お よ び11は そ れ ぞ れ15.8, 24.3,

 25.1, 21 .2, 19.6; 14.1, 24.2, 25 .4, 26.7, 20.4

を し め し,以 上3例 の 平 均 は13.1, 21.0, 23.2,

 22.1, 18.1を し め した .一 方 よ わ い1群 で はNo. 2,

 7, 5, 12お よ び17は そ れ ぞ れ6 .0, 13.1, 14.5,

 13.2, 10.8; 6.8, 12 .3, 13.2, 9.6, 9.2; 7.2, 14 .9,

 14.5, 12.6, 12.1; 7 .3, 15.2, 14.6, 13.5, 14.8;

 7.8, 11.0, 12 .5, 12.1, 10.8を し め し ,以 上5例

の 平 均 は7.0, 13.3, 13.8, 12.2, 11 .5を し め し

た.

す な わ ち,両 群 と も注 射後10日 を中 心 と して γ-

Globulinの 上 昇 をみ たが,そ の 上 昇率 は 前 群 は 後

群に 比 較 して よ り大 で あつ た.

c)血 液像と個体差異

前項の実験 と平行しておこなつた血 液像の成績は

表3の ごとくである.

すなわち,赤 血球数および血色素量の消長にはみ

とむべき変化な く,白 血球数は感作後10～20日 を中

心として減少するが前群は後群に比較して減少率は

大であつた.

d) P感 作赤血球凝集反応 と個体差異

前項の実験と平行しておこなつたP感 作赤血球凝

集反応の成績は表4の ごとくである.

す なわ ち,抗 体 産生 の つ よ い1群 中No. 3の 凝 集

価 は感 作10回 後8×, 20回 後16×,感 作 終 了 後10日

92×, 20日16×, 30日4× 陽性 を しめ し, No. 9お よ

び11は と もに16×, 32×, 32×, 16×, 4× 陽性 を

しめ した.以 上3例 と も注射20回 ～注 射 後10日 を 中

心 として32× 陽性 を しめ した.一 方 抗 体産 生 の よわ

い1群 で はNo. 2お よ び7に お いて わづ か に 最 高4

陽性 を しめ し, No. 5, 12お よび17は さ らに ひ く く

原 液陽 性を しめ した.な お対 照 は すべ て陰性 で あつ

た.
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表4

すなわち, P感 作 ウサギにおけるP感 作赤血球凝

集反応は抗体産生のつよい1群 においてその凝集価

たか く,よ わい1群 において凝集価のよわいことが

判明した.

e)局 所過敏症と個体差異

前項8例 における感作終了後7日 目の局所過敏反

応の成績は写真2の ごとくである.

す な わ ち,抗 体 産生 の つ よ い1群(No. 9, 11お

よび3)は いづ れ も反 応 度iに して 水 腫 をみ とめ,

そ の 大 き さは それ ぞ れ2.5×3.0, 2.5×3.0お よび

2.0×3.0cmを しめ した が,抗 体 産生 の よわ い1群

に お い て は全 例 陰 性 で あつ た.

写 真2

No. 9

No. 11
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No. 3

総括ならびに考按

ペニシリンアナフイラキシーは一般に抗原抗体反

応と思考され,臨 床的には多数の報告例が存在して

きわめて危険視されているが実験的にこれを立証す

ることは困難であり,明 確な成績はほとんど得られ

ておらず,抗 原抗体反応を否定する人さえもある.

著者は個体現象からするペニシリンアナフイラキ

シーの実験を企図し,ウ シ血清を抗原としてウサギ

を免疫し,そ の抗体産生の強弱によりこれを2群 に

わけ,さ らにこの2群 にそれぞれペニシリンを感作

して網内系機能,血 清蛋白分劃および血液像ならび

に局所過敏症およびP感 作赤血球凝集反応を指標と

して同現象を観察したが,そ の成績を総括するとつ

ぎのごとくである.

1.沈 降 素 産 生 を指 標 と した ウサ ギは 同 抗 体 産生

の難 易に よ り2群 にわ け る ことが で き る.す なわ ち,

ウ シ血 清 抗原 を1回 注 射 免疫 して 沈 降 素産 生 の たか

い1群(沈 降 素 価8,000～20,000,沈 降 素 量40～80)

とよわ い1群(沈 降素 価100～500,沈 降 素 量10)に

わけ た.

2.同2群 について網内系機能,血 清蛋白分劃お

よび血液像の変化ならびに局所過敏症について検査

したが,い づれも抗体産生のたかい1群 において各

成績はまさる.す なわち,網 内系機能についても両

群ともに抗体産生にともないその機能は亢進したが,

前群においてその亢進率は大であつた.血 清蛋白分

劃については β-およびγ-Globulinと もに抗体産生

にともない上昇したが,と くに γ-Globulinの 上 昇

は著明であり,か つ前群においてその上昇率が大で

あつた.血 液像については赤血球数および血色素量

には変化はみとめられなかつたが白血球数は抗体産

生により減少の傾向があり,そ の減少率は前群にお

いて大であつた.ま た局所過敏症については前群に

おいていづれも強陽性反応を呈したが後群において

はその反応が微弱か,ま たは陰性のものもあつた.

3.つ いで同2群 について 一定方式によりペニシ

リンを感作し, P感 作赤血球凝集反応から血中ペニ

シリン抗体産生の有無を検査したが,抗 体産生のつ

よい前群において強陽性反応(32× 陽性)を 呈し,

よわい後群においては弱反応(4× 陽性)を 呈した.

また局所過敏症についても抗体産生のつよい前群に

おいては全例陽性反応を呈したが,よ わい後群では

全例陰性であつた.

4.同 ベニシリン感作2群 について網内系機能,

血清蛋白分劃および血液像の変化はいづれも抗体産

生のつよい1群 においてその成績はまさる.

すなわち,網 内系機能はペニシリンの感作により

その機能は亢進し,前 群においてその亢進の大であ

ることはウシ血清抗原の場合と同一であつた.血 清

蛋白分劃については γ-Globulinの 上昇をみたが,

その上昇率は前群において大であり,血 液像につい

ても白血球数の減少率は前群が後群にまさる.

5.以 上のべたところを要約すると,抗 体産生に

ついて沈降素産生を指標とする場合ウサギは抗体産

生のつよい1群 とよわい1群 があり,こ れは網内系

機能,血 清蛋白分劃および血液像の変化ならびに局

所過敏症の面からもみとめられたが,こ の2群 につ

いて局所過敏症およびP感 作赤血球凝集反応からす

るペニシリンアナフイラキシーを観察すると抗体産

生機能のつよい1群 においてペニシリンアナフイラ

キシーを惹起する傾向がみとめられ,ぺ ニシリンア

ナフイラキシーには個体現象が関与するものと思考

した.

結 論

ペニシリンによる抗体産生機構はきわめて複雑と

されているが,ペ ニシリンアナフイラキシーの発生

機序が抗原抗体反応であるとの考えは現今もつとも
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有力である.而 してペニシリン単独注射による抗原

性はきわめめてよわいか,あ るいはまつたく欠ぐご

とくに称せられているが,著 者は抗体産生能のつよ

いウサギに単独結晶PGカ リウムを注射 して局所

過敏症およびベニシリン感作赤血球凝集反応等を指

標としてぺニシリンアナフイラキシーを観察した結

果は同ペニシリンに抗原性をみ とめ,ペ ニシリンア

ナフイラキシーの発現には個体現象が関与するもの

と思考した.

稿 を終るにのぞみ,終 始御懇篤なる指導と校閲を

賜つた三上教授に深甚なる謝意をさゝげます.な お

神田助教授ならびに教室員諸兄の協力を多謝します.

(本論文の要旨は昭和32年 第41次 日本法医学会総会

において発表した)
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Experimcntal Studies on Penicillin Anaphylaxis Seen in View

 to a Rabbit's Individual Phenomenon.

1st Chaptcr. Individual Differences in Antibody

 Production, and Penicillin Anaphylaxis.

By

Tadashi TANAKA

Dept. of Legal Medicine, Okayama University Medical School

( Director: Dr. Prof. Y. MIKAMI)

The author. intending to carry out some Penicillin anaphylaxis experiment in view to 

the individual phenomenon, has immuned certain rabbits by dint of cow's serum for antibody
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source, and then has divided them in two groups owing to their degree of antibody production 

(strong or weak); next, by sensitizing some penicillin on both, has taken observations on 
the same phenomenon, making such as the reticulo-endotherial function, serum protein fraction, 
blood picture, local hypersensitivity as well as penicillin-sensitized erythrocyte agglutination 

reaction for indexes; results were as follows:
If one makes the precipitin production as an index in any antibody production, it is 

usuall assumed that there exists groups of rabbits proving either strong or weak in antibody 

production; therefore, in case one takes a survey on (penicillin) local-sensitivity as well as 
the penicillin anaphylaxis in view to certain agglutination reaction of penicillin-sensitized 

erythrocytes, not to say of other proofs such as reticul-oendotherial function, serum protein 
fraction, changes of blood picture, or the local hypersensitivity, it may roughly be surmised 

that certain penicillin anaphylaxis might be induced in the group strong in antibody produ
ction, from which I have concluded that some individual phenomenon interferes with any 

penicillin anaphylaxis.


